
大
野
一
雄
氏
は
、
戦
前
か
ら
現
代
舞
踊
に
携
わ
り
、
一
九
五
〇
年
代
末

か
ら
土
方
�
氏
と
と
も
に
舞
踏
を
創
始
し
た
。
こ
の
日
本
発
の
画
期
的
な

現
代
舞
踊
は
、
現
在
、B

U
T
O
H

と
し
て
海
外
で
も
広
く
認
知
さ
れ
、

様
々
な
芸
術
領
域
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る

大
野
氏
の
舞
踏
は
、
多
様
な
言
語
、
文
化
を
超
え
、
人
々
を
感
動
の
渦
に

巻
き
込
む
、
他
に
類
例
の
な
い
優
れ
た
身
体
表
象
の
達
成
と
い
え
る
。
ま

た
二
〇
〇
二
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
大
野
一
雄
ア
ー

カ
イ
ブ
が
開
設
さ
れ
、
海
外
で
の
舞
踏
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
七
、
十
八
日
の
両
日
、
本
研
究
所
と
文
学
部
芸

術
学
科
が
主
催
し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
野
一
雄
・
舞
踏
と
生
命
」

が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
野
氏
の
舞
踏
世
界
の
全
容

を
解
明
す
る
た
め
、
国
内
外
の
多
様
な
芸
術
、
文
化
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
者
、

実
践
家
が
参
加
し
、
活
発
な
発
表
、
討
議
が
重
ね
ら
れ
た
。
ま
た
そ
れ
と

と
も
に
、
本
学
で
は
一
九
九
六
年
に
大
野
氏
を
招
き
チ
ャ
ペ
ル
で
講
演
会

を
開
催
し
て
い
る
が
、
今
回
は
同
時
に
大
野
一
雄
舞
踏
研
究
所
の
協
力
に

よ
り
関
連
企
画
と
し
て
、
大
野
氏
の
活
動
の
足
跡
を
振
り
返
る
「
大
野
一

雄
展
・
舞
踏
と
生
命
１０１
」
も
行
っ
た
。
こ
の
文
の
筆
者
岡
本
は
、
企
画
者

と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
わ
っ
た
が
、
以
下
そ
の
概
要
を
簡
潔
に
記
し

て
お
き
た
い
。

今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
、
目
的
と
し
て
次
の
五
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
大
野
一
雄
氏
の
前
人
未
到
の
舞
踏
の
営
み
の

全
容
と
そ
の
身
体
の
深
奥
の
構
造
の
解
明
。
老
若
男
女
、
文
化
や
国
籍
も

超
え
て
、
魂
が
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
な
大
野
氏
の
舞
踏
世
界
の

特
質
を
、
日
本
の
ダ
ン
ス
史
の
流
れ
や
個
別
の
作
品
研
究
の
鋭
い
分
析
を

通
し
て
捉
え
返
し
て
み
る
こ
と
。
そ
し
て
舞
踏
を
支
え
る
と
と
も
に
根
源

的
な
時
間
性
を
招
来
し
、
刻
々
自
在
に
変
身
を
遂
げ
る
そ
の
身
体
の
深
奥

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
大
野
一
雄
・
舞
踏
と
生
命
」
開
催
に
つ
い
て

岡

本

章
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の
仕
組
み
、
構
造
の
解
明
も
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
第
二

と
し
て
、
舞
踏
の
形
成
過
程
とB

U
T
O
H

の
欧
米
へ
の
浸
透
に
見
る
国
際

的
な
東
西
の
文
化
交
流
の
あ
り
方
。
大
野
氏
は
戦
前
か
ら
ド
イ
ツ
表
現
主

義
舞
踊
を
学
ん
で
き
た
石
井
漠
、
江
口
隆
哉
、
宮
操
子
の
各
氏
に
師
事
し

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
修
行
を
す
る
が
、
戦
後
、
土
方
�
氏
と
と
も
に
欧
米
の

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
も
、
ま
た
日
本
の
伝
統
的
な
舞
踊
と
も
異
な
っ
た
独
自

の
現
代
舞
踊
で
あ
る
舞
踏
を
創
始
す
る
。
そ
し
て
八
〇
年
代
に
な
っ
て
大

野
氏
や
山
海
塾
な
ど
の
舞
踏
が
世
界
に
進
出
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヌ
ー
ベ
ル

ダ
ン
ス
を
は
じ
め
多
様
な
舞
踊
、
芸
術
に
影
響
を
与
え
、
日
本
発
の
外
来

語
と
し
てB

U
T
O
H

が
定
着
し
て
い
く
。
こ
れ
は
国
際
的
な
東
西
の
文
化
、

芸
術
交
流
の
本
来
的
な
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
モ

デ
ル
・
ケ
ー
ス
に
な
る
は
ず
だ
。
続
い
て
第
三
に
大
野
一
雄
氏
と
「
老
い

の
芸
」
の
系
譜
の
課
題
。
一
九
〇
六
年
生
れ
の
大
野
氏
は
、
七
十
一
歳
で

初
演
し
た
代
表
作
『
ラ
・
ア
ル
ヘ
ン
チ
ー
ナ
頌
』
に
よ
り
高
い
評
価
を
得
、

世
界
的
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
も
九
十
歳
代
に
至
る

ま
で
毎
回
斬
新
な
試
み
を
行
い
、
豊
か
で
瑞
々
し
い
舞
台
を
創
出
し
て
き

た
。
こ
れ
は
現
代
に
お
け
る
老
い
と
芸
術
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
特
筆

す
べ
き
営
み
、
事
例
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
能
や
歌
舞
伎
な
ど
の
日
本
の

伝
統
演
劇
の
「
老
い
の
芸
」
の
系
譜
と
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い

る
の
か
。
第
四
と
し
て
、
大
野
氏
の
舞
踏
世
界
と
他
の
様
々
な
芸
術
諸

ジ
ャ
ン
ル
と
の
影
響
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
野
氏
は
文
学
、
美
術
、
音

楽
、
映
像
な
ど
多
様
な
芸
術
、
表
現
行
為
と
の
交
流
か
ら
貪
欲
に
吸
収
し
、

そ
の
独
自
の
舞
踏
世
界
を
形
成
し
て
き
た
が
、
他
の
芸
術
諸
ジ
ャ
ン
ル
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
こ
の
両
者
の
相
互
交
流
の
中
か
ら
大
野

氏
の
舞
踏
創
造
の
秘
密
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
現
代
芸
術
の
根
底

に
横
た
わ
る
共
通
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
し
て

最
後
に
大
野
氏
の
究
極
の
身
体
表
象
と
言
語
、
文
化
、
宗
教
な
ど
と
の
関

係
性
。
大
野
氏
の
舞
踏
世
界
は
、
狭
く
舞
踊
芸
術
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
言
語
、
文
化
、
宗
教
な
ど
わ
れ
わ
れ
人
間
存
在
の
根
底
の

営
み
と
密
接
に
関
係
し
、
そ
の
深
部
の
構
造
を
照
ら
し
返
し
て
く
れ
る
射

程
を
持
つ
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
例
え
ば
根
源
的
な
生
命
の
場
の
働
き
と

い
っ
た
大
き
な
課
題
も
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
両
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
と
発
表
内
容
に
つ
い
て
手
短
に

記
し
て
お
き
た
い
。
十
七
日
は
、
岡
本
章
の
基
調
講
演
「
大
野
一
雄
の
舞

踏
世
界
│
│
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
意
義
」
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
意
図
、
課
題
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
大
野
一
雄
氏
の
舞
踏
世
界

の
特
質
を
具
体
的
な
作
品
『
ラ
・
ア
ル
ヘ
ン
チ
ー
ナ
頌
』、
現
代
能
『
無
』、

『
花
』
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
身
体
の
深
奥
の
構
造
に
一
つ
の
的
を
絞
り

解
明
し
た
。
続
い
て
舞
踊
評
論
家
の
國
吉
和
子
氏
に
よ
っ
て
、「
舞
踏
登

場
前
夜
│
│
戦
後
日
本
の
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
大
野
一
雄
」
の
発
表
が
あ
り
、

大
野
氏
が
舞
踊
家
と
し
て
活
動
を
始
め
た
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
七
七

年
の
『
ラ
・
ア
ル
ヘ
ン
チ
ー
ナ
頌
』
を
初
演
す
る
ま
で
を
三
期
に
分
け
、
資

料
を
駆
使
し
、
日
本
の
近
代
舞
踊
史
の
変
遷
の
中
で
、
大
野
氏
の
舞
踏
の

営
み
を
丁
寧
に
辿
り
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
美
学
・
ダ
ン
ス
批
評
の
木
村

覚
氏
の
発
表
、「『
死
者
』
と
一
緒
に
踊
る
老
体
│
│
『
ラ
・
ア
ル
ヘ
ン
チ
ー

ナ
頌
』
の
分
析
」
は
、
バ
レ
エ
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
土
方
舞
踏
と
の
比
較
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に
よ
っ
て
大
野
氏
の
舞
踏
世
界
の
独
自
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、

『
ラ
・
ア
ル
ヘ
ン
チ
ー
ナ
頌
』
を
鋭
く
分
析
す
る
こ
と
で
、
舞
台
に
「
生

活
」
の
次
元
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
そ
の
固
有
の
ダ
ン
ス
の
方
法
論
を

明
瞭
に
示
し
た
。
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
教
授
で
あ
る
エ

ウ
ジ
ェ
ニ
ア
・
カ
ジ
ニ
・
ロ
パ
氏
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
野
一
雄

及
び
舞
踏
研
究
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
二
〇
〇
二
年
に
開
設
さ
れ
た
大

野
一
雄
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
動
状
況
、
ま
た
一
九
八
〇
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
舞
踏
の
受
容
の
さ
れ
方
の
推
移
、
そ
し
て

近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
野
一
雄
氏
及
び
舞
踏
研
究
の
現
状
、
展

望
が
詳
細
に
語
ら
れ
た
。
こ
の
日
の
最
後
は
、「
大
野
一
雄
・
写
真
・
蕭

白
」
と
題
し
て
、
本
学
教
授
山
下
裕
二
氏
の
司
会
で
、
美
術
史
家
辻
惟
雄

氏
と
写
真
家
細
江
英
公
氏
の
対
談
が
行
わ
れ
た
。
両
氏
か
ら
見
た
大
野
一

雄
氏
の
舞
踏
世
界
の
魅
力
が
ま
ず
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
大
野
氏
が
辻
氏

の
著
作
を
通
し
て
曾
我
蕭
白
と
出
会
い
、
そ
の
絵
画
が
大
野
氏
に
与
え
た

大
き
な
影
響
、
そ
し
て
さ
ら
に
細
江
英
公
氏
が
大
野
氏
の
身
体
に
、
蕭
白

の
絵
画
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
撮
影
し
た
写
真
の
映
像
も
交
え
て
、

大
野
氏
と
様
々
な
芸
術
諸
ジ
ャ
ン
ル
と
の
相
互
交
流
、
興
味
深
い
舞
踏
創

造
の
プ
ロ
セ
ス
の
秘
密
が
対
談
の
中
で
明
か
さ
れ
た
。

翌
十
八
日
は
、
最
初
に
舞
踏
家
笠
井
叡
氏
の
発
表
「
大
野
一
雄
氏
と
の

出
合
い
」
が
あ
り
、
貴
重
な
入
門
当
初
か
ら
の
稽
古
の
模
様
や
師
弟
関
係

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
舞
台
で
の
共
演
の
思
い
出
な
ど
を
具
体
的
に
語
り
な
が

ら
、
大
野
氏
の
舞
踏
世
界
の
本
質
と
魅
力
に
触
れ
、
斬
新
で
独
自
な
大
野

一
雄
論
を
展
開
し
た
。
続
い
て
、
南
山
大
学
講
師
柳
澤
田
実
氏
に
よ
る

「
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
読
む
大
野
一
雄
│
│
『
魚
釣
り
』
と
し
て
の
人
間
」
の

発
表
が
あ
り
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

「
魚
釣
り
と
し
て
の
人
間
」
と
い
う
モ
デ
ル
に
集
約
さ
れ
る
、
大
野
一
雄

氏
の
舞
踏
と
福
音
書
の
イ
エ
ス
の
両
者
が
体
現
す
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
人

間
理
解
の
可
能
性
を
、
説
得
力
の
あ
る
論
理
の
積
み
上
げ
で
語
っ
た
。
さ

ら
に
演
劇
評
論
家
渡
辺
保
氏
は
、「
幻
想
の
身
体
・
大
野
一
雄
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
一
見
グ
ロ
テ
ス
ク
に
見
え
る
大
野
氏
の
舞
踏
の
女
形
が
、

な
ぜ
こ
よ
な
く
美
し
い
も
の
に
変
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
身
体

は
幻
想
で
あ
る
と
す
る
古
来
か
ら
の
身
体
観
に
基
づ
い
た
日
本
の
古
典
劇

の
変
身
の
手
法
に
注
目
し
、
そ
れ
が
大
野
氏
の
身
体
に
も
生
き
て
い
る
こ

と
を
的
確
に
解
析
し
な
が
ら
、〈
幻
想
の
身
体
〉
と
し
て
伝
統
演
劇
の
豊

か
な
水
脈
に
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
本
学
教
授
四
方
田
犬
彦
氏

の
司
会
で
、
発
表
者
全
員
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
大
野
一
雄
氏
の
舞
踏
に
お
け
る
空
間
の
強
度
の
問
題
、

生
活
者
・
信
仰
者
・
芸
術
家
と
し
て
の
大
野
氏
の
あ
り
方
、
ま
た
師
と
弟

子
の
問
題
、
さ
ら
に
は
「
老
い
」
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
真
剣
な
議
論

が
重
ね
ら
れ
た
。

両
日
と
も
多
様
な
層
の
聴
衆
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
こ
う
し
た
規

模
の
大
野
一
雄
氏
及
び
舞
踏
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
試
み
が
一
つ
の
契
機
と

な
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
様
々
な
切
り
口
の
研
究
活
動
が
進
展
し
、
議
論
の

場
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、

発
表
論
考
の
一
部
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
で
あ
る
。

国際シンポジウム「大野一雄・舞踏と生命」開催について
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